　FIR CENTER セミナー
題目：バーンパターンと非線形最適化法による
ECH伝送系伝播波のモード分析
講師：大久保 邦三 (福井大学遠赤外領域開発研究センター・客員教授)
日時：2015年4月22日(水) 11:00～12:00
会場：遠赤外領域開発研究センター 
5階コロキウム室

主催：遠赤外領域開発研究センター

【講演内容】
電子サイクロトロン加熱のシステムではオーバーモードのコルゲート導波管が使われます。非線形最適化により、この導波管を伝播する伝送波のモード分析法を新しく開発しました。これは、観察パターンと理論パターンの差を繰返しにより最小にする非線形最適化法です。偏光状態を調べるために、ハイブリッドモードと直感的に理解し易い直線偏光モード（LP）の間の変換式を導出しました。観測パターンは導波管開口に置かれた感熱紙の焼けパターンをいくつかの位置で観察します。位置は基本モードと高次モードとのビート長の1/4程度の間隔です。理論的な焼けパターンは、計算された電力パターンを感熱紙の非線形グレースケール反応を考慮し、基本モードと高次モードの組み合せで得ます。 

　この解析法は、ジャイロトロンに接続している82.7GHz伝送線路に適用し、伝送波が、直線偏光で、LP11奇モードの約4%、LP01モードの約95%、および他のモードの約1%から成ることが分かりました。計算結果の焼けパターンは、プラトー分布で観察されたものに良く似ています。更に、分布の垂直波数の荷重平均を使うことによって導波管入口への入射電磁波ビームの電力中心と入射角度が推定できます。この推定入射波のオフセットと傾き角度を使ってガウスビームと導波管の結合コードにより得た発生高次モードの電力と位相がこの新開発法との一致が確認されました。 

セミナーではこの新しい解析法とこれに使う解析コードLantern、Brand、Excel Solverの説明を致します。
世話教員：斉藤 輝雄  
TEL 0776-27-9762 (内線)2729
